
安
保
法
制
の
強
行
か

ら
７
年
が
過
ぎ
た
20
日

夜
、
「
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン

岩
手
の
会
」
は
盛
岡
市

で
９
条
改
憲
に
反
対
し
、

安
倍
元
首
相
の
「
国
葬
」

中
止
を
求
め
る
デ
モ
行

進
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

１
２
０
人
が
参
加
し
、

「
岸
田
政
権
か
ら
憲
法

守
ろ
う
」と
元
気
に
コ
ー

ル
し
ま
し
た
。

出
発
前
に
憲
法
改
悪

反
対
県
共
同
セ
ン
タ
ー

の
中
野
る
み
子
氏
（
い

わ
て
労
連
議
長
）は
、
岸

田
首
相
は
「
国
葬
」
に
反

対
す
る
国
民
多
数
の
声

を
聞
い
て
い
な
い
と
批
判
。

統
一
協
会
と
自
民
党
の

癒
着
を
明
ら
か
に
し
な

い
の
は
許
さ
れ
ず
、
憲

法
と
民
主
主
義
を
守
る

た
め
に
「
国
葬
」
は
い
ま

か
ら
で
も
中
止
す
べ
き

だ
と
訴
え
ま
し
た
。

他
の
幹
事
団
体
か
ら

も
「
『
国
葬
』
に
16
億
円

も
の
税
金
を
使
う
の
は
、

と
ん
で
も
な
い
」
（
平
和

環
境
県
セ
ン
タ
ー
）
、

「『憲
法
改
悪
を
許
さ
な

い
全
国
署
名
』
が
大
事

だ
。
決
意
も
新
た

に
取
り
組
も
う
」

（
県
生
協
連
）
と
の

発
言
が
あ
り
ま
し

た
。デ

モ
に
先
立
っ
て

岩
手
の
会
は
集
会

を
開
き
、
70
人
が

参
加
。
講
演
で
小

笠
原
基
也
弁
護

士
は
、
自
民
党
に

よ
る
「
改
憲
＝
新

し
い
風
を
吹
き
込
む
」

的
な
動
き
を
軽
視
せ
ず
、

改
憲
と
軍
拡
を
阻
止

す
る
共
闘
の
輪

を
つ
く
ろ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

岸
田
内
閣
の
支
持
率

が
急
落
す
る
な
か
、
奥

州
市
で
16
日
夜
、
安
倍

元
首
相
「
国
葬
」
に
反

対
す
る
市
民
集
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
労
働
組

合
や
民
主
団
体
な
ど
で

つ
く
る
実
行
委
員
会
が

主
催
し
、
緊
急
の
呼
び

か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

約
１
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

岩
崎
郁
朗
実
行
委
員

長
（
胆
江
労
連
議
長
）

は
、
岸
田
政
権
は
統
一

協
会
と
ズ
ブ
ズ
ブ
の
関
係

の
安
倍
氏
を
な
ぜ
「
国

葬
」に
す
る
の
か
説
明
し

て
い
な
い
と
指
摘
。
全
国

各
地
か
ら
「
国
葬
」中
止

の
声
を
上
げ
よ
う
と
訴

え
ま
し
た
。

石
田
吉
夫
弁

護
士
は
、
今
回
の

「
国
葬
」
問
題
の

本
質
は
憲
法
違

反
だ
と
語
り
、

「
国
が
お
か
し
い

時
に
は
国
民
が
行

動
す
る
と
い
う
の
が
、

憲
法
の
精
神
だ
」
と
主

張
し
ま
し
た
。

沖
縄
出
身
で
新
日
本

婦
人
の
会
水
沢
支
部
の

阿
部
敬
子
さ
ん
は
「
軍

備
拡
大
や
辺
野
古
の
新

基
地
建
設
な
ど
ア
ベ
・
ス

ガ
政
治
は
沖
縄
県
民
に

と
っ
て
最
悪
だ
っ
た
。
そ

ん
な
人
の
た
め
に
『国
葬
』

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
」

と
批
判
し
ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
ら

は
プ
ラ
カ
ー
ド
や
ペ
ン
ラ

イ
ト
を
持
ち
、
奥
州
市

役
所
か
ら
Ｊ
Ｒ
水
沢
駅

前
ま
で
デ
モ
行
進
。
「
岸

田
総
理
は
国
民
の
声
を

聞
け
」
「弔
意
の
強
制
や

め
ろ
」な
ど
と
元
気
よ
く

コ
ー
ル
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
千
田

美
津
子
県
議
、
奥
州
市

議
団
も
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の

斉
藤
信
・岩
手
県

議
団
長
は
20
日
、

五
日
市
王
県
議

会
議
長
に
対
し
て
、

県
議
会
で
の
統

一
協
会
（世
界
平

和
統
一
家
庭
連

合
）
と
関
連
団
体

等
と
の
か
か
わ
り
の
有

無
に
つ
い
て
の
調
査
と

公
表
を
申
し
入
れ
ま
し

た
。岩

手
日
報
の
ア
ン
ケ
ー

ト
（
８
月
29
日
付
）
で
は
、

自
民
党
の
県
議
６
人
が

統
一
協
会
と
の
接
点
を

認
め
ま
し
た
。
統
一
協

会
関
連
団
体
が
昨
年
に

県
内
で
開
催
し
た
イ
ベン

ト
へ
の
県
議
や
市
議
の

参
加
等
も
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

斉
藤
氏
は
、
「
こ
の
間

の
調
査
・
点
検
は

議
員
の
自
主
申
告

で
、
そ
の
後
に
新

た
な
接
点
が
次
つ

ぎ
と
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
」
と
批
判
。

▽
県
議
会
所
属
の

各
議
員
の
統
一
協

会
と
関
連
団
体

等
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
、
県
議
会
の

責
任
で
調
査
・
公
表
す

る
▽
関
わ
り
が
あ
っ
た

議
員
は
、
理
由
と
内
容

を
自
ら
明
ら
か
に
し
、

反
社
会
的
団
体
と
の
関

係
を
断
ち
切
る
こ
と
を

明
言
す
る
ー
な
ど
３
項

目
を
求
め
ま
し
た
。

五
日
市
議
長
は
、
「議

会
と
し
て
調
査
す
る
場

合
に
、
ど
の
よ
う
な
方

法
、
手
続
き
が
あ
る
か
、

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
」と
答
え
ま
し
た
。
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奥州市で「国葬」に反対する市民集会

市民アクション岩手の会がデモ

藤原基衡が

建立した毛越

寺。当時、寺

やお堂は40

余り、坊（僧侶
の住まい）は500余とされ、本尊の薬師如

来は運慶に作らせたと言います。

野球で仙台育英高校が白河越えを果た

したのは8月22日。遡ること８３３年前の7月
29日、源頼朝は白河関を超え、8月22日、

平泉入りしました。

紫波町陳ケ森にいた頼朝を平泉の寺の

住職たちが訪ね地頭達が勝手に占領開
拓しないように願い出ました。頼朝は寺を

保護する「命令書」を出したのです。

現在の本堂は1989年に平安様式に則っ

て再建されたものです。山門は、1921年伊

達一関藩・一関城の大手門を移しました。
９月３０日まで、萩まつりが開催されており、

２５日には午前１１時からは国重要無形民

俗文化財の延年の舞「若女禰宜（ねぎ）」「老

女」が演じられます。平泉町議 三枚山光裕

五日市議長に要請する斉藤県議



多
様
な
生
き
方
の
選

択
・
実
現
を
め
ざ
す
「
い

わ
て
レ
イ
ン
ボ
ー
マ
ー

チ
」
は
14
日
夜
、
盛
岡

市
の
Ｊ
Ｒ
盛
岡
駅
前
広

場
で
差
別
や
人
権
侵
害

に
抗
議
す
る
集
会
を
開

き
ま
し
た
。
性
的
少
数

者
（Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
）や

市
民
ら
40
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

自
民
党
国
会
議
員
の

多
く
が
入
る
神
道
政
治

連
盟
国
会
議
員
懇
談

会
は
６
月
の
会
合
で
、

「同
性
愛
は
依
存
症
」
な

ど
と
記
し
た
冊
子
を
配

布
し
ま
し
た
。

集
会
で
三
宅
凛
月

（
り
つ
）
共
同
代
表
は
、

冊
子
の
内
容
は
非
科
学

的
で
差
別
や
偏
見
を
助

長
す
る
と
告
発
。
自
民

党
国
会
議
員
の
人
権
じ
ゅ

う
り
ん
発
言
も
相
次
ぎ
、

「黙
っ
て
い
た
ら
、
つ
ぶ
さ

れ
る
。
連
帯
し
て
声

を
上
げ
よ
う
。
国
民

多
数
が
反
対
し
て
い

る
安
倍
元
首
相
の

『
国
葬
』
は
中
止
を
」

と
訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
が
自
ら
の

思
い
を
ス
ピ
ー
チ
。

女
子
高
校
生
は
「
誰

も
が
自
分
の
好
き
な

人
を
『好
き
』
と
言
え

る
社
会
に
し
た
い
。
そ

う
願
う
人
が
い
っ
ぱ
い

集
ま
れ
ば
未
来
は
変
わ

る
」と
語
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
斉
藤

信
県
議
は
、
統
一
協
会

と
の
癒
着
の
中
心
に
い

た
安
倍
氏
の
「
国
葬
」強

行
で
、
岸
田
政
権
は
行

き
詰
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
。

「
差
別
や
め
よ
」
「
国
葬

中
止
」
の
声
を
広
げ
て
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
新
し

い
社
会
を
め
ざ
そ
う
と

話
し
ま
し
た
。
立
憲
民

主
党
の
横
沢
高
徳
参
院

議
員
（野
党
統
一
）
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

「
核
抑
止
力
」
論
に
し

が
み
つ
き
、
被
爆
者
や

国
民
の
願
い
に
背
を
向

け
る
政
治
を
変
え
よ
う
ー

日
本
政
府
に
核
兵
器

禁
止
条
約
批
准
を
求
め

る
岩
手
県
民
の
会
は
10

日
昼
、
盛
岡
市
に
あ
る
、

い
わ
て
生
協
の
店
舗
前

で
「
日
本
政
府
に
核
兵

器
禁
止
条
約
の
批
准

を
求
め
る
」
署
名
へ
の

協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
買
い
物

客
に
「日
本
政
府
は
核

兵
器
禁
止
条
約
を
ま

だ
批
准
し
て
い
ま
せ
ん
。

署
名
が
大
事
で
す
」
と

肉
声
で
呼
び
か
け
ま
し

た
。
三
田
健
二
郎
代
表

（
85
）
＝
県
被
団
協
会

長
＝
も
い
す
に
座
っ
て

参
加
し
、
署
名
板
に
近

づ
い
た
人
た
ち
に
「
私
は

（
広
島
で
被
爆
し
た
）
生

き
残
り
で
す
」と
語
り
か

け
ま
し
た
。

１
時
間
で
63
人
が
署

名
。
男
子
高
校
生
は

「
曽
祖
父
か
ら
戦
争
体

験
を
聞
き
、
戦
争
は
嫌

だ
と
思
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
を
見
て
怖
く
な
っ

た
。
核
兵
器
は
（
持
ち

合
う
の
で
は
な
く
）
も
と

か
ら
な
く
さ
な
い
と
」
と

話
し
ま
し
た
。

73
歳
の
女
性
は
「
私
に

は
孫
が
３
人
、
ひ
孫
が
４

人
い
る
。
核
兵
器
を
廃

絶
し
な
い
と
彼
ら
の
未

来
が
心
配
だ
」
と
語
気

を
強
め
ま
し
た
。
86
歳

の
男
性
は
「
岸
田
首
相

は
核
兵
器
で
も
安
倍
さ

ん
の
『
国
葬
』
で
も
、
国

民
の
声
を
全
く
聞
か
な

い
」
と
不
満
を
述
べ
ま
し

た
。

岩
手
県
内
の
女
性
５

団
体
で
構
成
す
る
「ピ
ー

ス
ア
ク
シ
ョ
ン
い
わ
て
」

は
12
日
昼
、
盛
岡
市
の

盛
岡
地
裁
前
で
安
倍
元

首
相
の
「
国
葬
」
中
止
、

統
一
協
会
と
自
民
党

と
の
癒
着
説
明
を
求
め

る
宣
伝
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
約
30
人
が
参
加

し
、
「統

一
協
会

の
広
告

塔
、
居
直
る
な
ん
て
あ

り
え
な
い
」
な
ど
の
プ
ラ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

マ
イ
ク
を
握
っ
た
新
日

本
婦
人
の
会
県
本
部
の

渋
谷
靖
子
会
長
は
、
閉

会
中
審
査
で
岸
田
首
相

は
「
国
葬
」
の
理
由
を
全

く
説
明
で
き
な
か
っ
た

と
批
判
。
早
期
に
臨
時

国
会
を
開
い
て
議
論
す

べ
き
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

沖

縄

県
知
事

選
で
「オー

ル
沖
縄
」

の
玉
城

デ
ニ
ー

候
補
が

辺
野
古

新
基
地

建
設
ノ
ー
、
普
天
間
基

地
撤
去
を
訴
え
て
再
選

を
果
た
し
た
と
強
調
。

「
こ
の
勝
利
を
わ
が
こ
と

の
よ
う
に
喜
び
、
沖
縄

の
思
い
を
国
政
へ
つ
な
い

で
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

い
わ
て
労
連
の
中
野

る
み
子
議
長
は
、
コ
ロ

ナ
第
７
波
で
県
内
の
医

療
現
場
が
深
刻
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
と
告
発
し

ま
し
た
。

通
り
か
か
っ
た
80
歳
の

女
性
は
「
な
ぜ
安
倍
さ

ん
だ
け
特
別
扱
い
す
る

の
か
。
し
か
も
統
一
協

会
と
関
係
が
深
か
っ
た

で
し
ょ
う
。
『国
葬
』が
ダ

メ
な
の
は
当
然
」
と
語
り

ま
し
た
。
宣
伝
で
「国
葬
」

に
触
れ
た
と
き
に
、
拍

手
を
し
た
り
、
拳
を
突

き
上
げ
た
り
す
る
男
子

高
校
生
も
い
ま
し
た
。

一
関
市
で
17
日
、
「
安

倍
『国
葬
』に
反
対
す
る

一
関
行
動
」
が
行
わ
れ

約
80
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
主
催
は
「
平
和
憲

法
を
い
か
し
広
げ
る
一

関
の
会
（
小
野
寺
育
郎

代
表
）
」
と
「
戦
争
法
廃

止
両
磐
実
行
委
員
会
」

（佐
藤
謹
一
郎
代
表
）の

２
団
体
で
、
戦
争
法
発

足
時
以
来
の
共
闘
で
す
。

小
野
寺
氏
は
「
聞
く

力
を
誇
る
岸
田
首
相
が
、

国
葬
反
対
の
国
民
の
声

を
無
視
し
て
の
強
行
は

許
せ
な
い
」
、
佐
藤
氏
は

「
一
関
市
に
も
統
一
協

会
事
務
所
が
あ
り
、
関

係
し
た
議
員
も
い
る
」と
、

統
一
協
会
と
深
い
か
か

わ
り
の
あ
っ
た
安
倍
氏

の
国
葬
中
止
を
怒
り
を

持
っ
て
訴
え
ま
し
た
。

「
安
倍
元
首
相
の
『
国

葬
』に
反
対
す
る
決
議
」

を
採
択
し
、
「
安
倍
『
国

葬
』
に
反
対
し
ま
す
」
の

横
断
幕
を
先
頭
に
行
進
。

「
安
倍
国
葬
反
対
」
「
国

民
の
税
金
を
使
う
な
」

「
統
一
協
会
と
の
癒
着

を
や
め
ろ
」
と
唱
和
し

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
高
田

一
郎
県
議
、
岡
田
も
と

み
・
齋
藤
禎
弘
・
佐
藤

真
由
美
市
議
も
参
加
し

ま
し
た
。

（２）２０２２年９月２５日（日） 第８２８号新 い わ て

「いわてレインボーマーチ」抗議集会

来
年
度
か
ら
岩
手
県
内
の

全
33
市
町
村
が
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
助
成
を
行
う

見
通
し
に
な
っ
た
の
を
受
け
、

岩
手
県
保
険
医
協

会
の
小
山
田
榮
二

会
長
は
６
日
、
国

に
よ
る
自
治
体
へ
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
を
廃
止
し
、
全
国
一

律
の
医
療
費
助
成
制
度
を

求
め
る
談
話
を
発
表
し
ま

し
た
。

助
成
対
象
が
中
学
生
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
県
内
３
市

の
う
ち
、
滝
沢
市
は
来
年
４

月
か
ら
高
校
生
ま
で
拡
充

す
る
こ
と
を
決
定
。
盛
岡
市

と
久
慈
市
も
来
年
度
中
に

高
校
生
ま
で
広
げ
る
方
向

で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
30
市
町
村
の
う
ち

独
自
の
上
乗
せ
制
度
で
窓

口
負
担
を
ゼ
ロ
に
し
て
い
る

の
は
19
市
町
村
で
す
。
所
得

制

限

や

一

部

負

担

金

の

解

消

が

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

談
話
は
、
全
33
市
町
村
で

の
助
成
を
歓
迎
し
つ
つ
、
「窓

口
負
担
は
地
域
差
が
生
じ

て
い
る
」
と
改
善
を
要
求
し

て
い
ま
す
。

本
来
は
国
が
全
国
一
律
の

医
療
費
助
成
制
度
を
創
設

す
べ
き
だ
と
強
調
。
医
療
費

助
成
で
現
物
支
給
を
実
施

し
て
い
る
自
治
体
に
対
す
る

地
方
交
付
税
削
減
（
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
）
の
廃
止
と
、
子
育

て
支
援
策
の
抜
本
的
な
見

直
し
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
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安倍「国葬」に反対する一関行動


